びわ湖毎日マラソン・柱欽也（４）ラストラン
～過酷なコンディションの中、2時間29分44秒（東経大歴代2位）で走破～


　

　

　


写真提供　兼岡理恵先生

==フルマラソン結果==
97位　2時間29分46秒　　柱　欽也〔4年〕
79位　2時間27分22秒　　斉藤禎一〔ＯＢ・平成10年卒〕　　自己新！
3月7日、皇子山陸上競技場スタート・ゴールで行われた第65回びわ湖毎日マラソン大会に柱欽也（4年）が出場しました。当日は、あいにくの冷たい雨、そんな悪条件の中後半は体が冷やされ体力を奪われ、30キロ過ぎから失速しながらも根性で走りきりました。結果は2時間29分46秒、昨年のｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄマラソンで2時間28分43秒の東経大記録を達成した瀬川陽平（３）に次ぐ東経大歴代2位の記録でラストランを飾りました。また、ＯＢの斉藤禎一〔平成10年卒〕が2時間27分22秒で自己新達成と大健闘しました。
なお、今年の箱根駅伝10区で区間賞を達成した上武大の福島弘将選手は、2時間32分06秒でゴール。いかにマラソンが過酷かということを改めて思い知らされました。（監督　上阪）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・柱欽也から一言・・・・・
30kmからの苦しさがどんなものなのか分からないので、初マラソンらしく積極的な走りをしました！
25kmから寒さで脚が固まり力が入らず、30kmからはインフルエンザの150倍くらい苦しい思いをしました。
ラスト3kmは、脚ふらふら、過呼吸状態で必死に走り、なんとか2時間30分を切れました！OBの斎藤さんが、通過時に檄を飛ばしてくれたおかげもあり、何とか気持ちを切らさずにjogにならずに走り切ることができました。
また、兼岡理恵先生が応援に来てくださいました。京都に出張で来ていたらしく、滋賀に応援のため駆け付けてくださいました！！
最後まで大学関係者すべての方々に見守られてとても嬉しく、本当によい大学にめぐりあえたと感じました。
第13回日本学生ハーフマラソン選手権結果〔3月14日〕　　立川


　


自己ベストの前（２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己ベストの原口（１）
＜ハーフマラソン＞
272位　1時間09分11秒　佐山　賢成(1年)　　　　　自己新
330位　1時間10分31秒　原口　　雄(1年)　　　 　　自己新
347位　1時間11分22秒　安達　健人(1年)
379位　1時間12分20秒　瀬川　陽平(3年)
380位　1時間12分20秒　前　　一平(2年)　　　　　　自己新
466位　1時間16分07秒　金子　孔昭(2年)
509位　1時間18分55秒　小山田典洋(3年)
559位　1時間24分10秒　土田　康平(1年)
※槻澤翔(2年)は足の故障のため途中棄権
槻澤2年と佐山1年には関東インカレ標準67分30秒突破を目指したレースでしたが、残念ながら目標には
届きませんでした。部員の半数が故障者や体調不良者で欠場となりました。今大会の拠点での雰囲気も何とな
のんびりしていて(ピリリとした緊張感が無い)走る選手に悪い意味で伝染したと私自身、反省しています。全員
気持ちが一つにならないと、頑張る選手も頑張れいということを感じました。
冬の練習は出来ています。あとは陸上競技への”本気度”がどれだけあるか、ということです。時間は少ないで
すが、来月からのトラックレースまでに必ず立て直します。今後とも選手への叱咤激励をよろしくお願いします。
※終了後、寮ミーティングルームで焼肉パーティを行いました。そのだ不動産様、陣内部長より肉の差し入れ
頂きました。ありがとうございます。（コーチ小西政弘）
短・中距離、跳躍佐倉合宿は今日で3日目です。（3月15日）



　

　


好調の山田（３）　　　　　　　　　　　　　最後の年・気合が入る廣田（3）　　　　　　　　　　新一年生・福寿


　

　


右から作井（2）・金田（2）　　　右から郡司（1）・寺沢（新1年）・羽田（1）　　　　　　　ミーティングの様子
3月13日から17日まで、短距離・中距離・跳躍合宿が佐倉で行われています。
今日で3日目、明日の天候が心配ですが、ここまでは順調に練習ができています。推薦入試で合格した新入生3名も参加しています。この合宿が終了するといよいよ春季トラックシーズンが始まります。5月に開催される関東インカレに昨年以上の出場者と入賞者の輩出を目指し、充実した練習をしてまいります。
（監督　上阪）


